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【目標達成計画】

1 6

施設側から呼びかける
機会を多く持つように
し、入居者と家族はも
ちろん、入居者のご家
族同士の交流ももてる
ようにしたい。

行事を行う時には、以前
のように家族が参加でき
るような工夫をし、家族
同士が気軽に交流できる
ような場を作る。

半年～
１年

2 20

すぐに、壁掛けの時計
とカレンダーを各居室
に設置する。

居室の壁に、掛け時計と
カレンダーを設置する。

２週間

3 19

気候の良い時期に、レ
クの一環で屋上が活用
できるよう工夫した
い。また、リビング
を、大人の寛ぐ空間に
したい。

外出が難しくなってきた
方もおられるので、屋上
でザ・クッキングデイを
行うなど検討していきた
い。リビングは、共有ス
ペースとして整頓を行う

半年～
１年

4 15

毎日の食事は、外注に
頼らざるを得ないが、
頼るなかで充実した食
事となるよう工夫した
い。

朝食は手作りとし、昼夕
の食事内容を再検討。
ザ・クッキングデイは、
現在のところ月に１回だ
が、増やすことを前向き
に検討していきたい。

１か月～
半年

5 13

別々の事業所ではある
が、職員は普段から防
災の意識を持って、各
入居者も交え訓練を行
うようにしたい。

災害時の対応を消防と相
談し、また１階事業所と
も防災について話し合
い、一緒に訓練を行って
いく。

半年～
１年

注１）　項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入すること。
注２）　項目数が足りない場合は、行を追加すること。

２．　目　標　達　成　計　画

目　　　　標
目標達成に向けた具体的
な取組み内容

目標達成
に要する
期間

屋上は、洗濯物を干した
り、現在野菜を育てたりし
ているが、それ以外には活
用ができていない。リビン
グは、工作等を飾っている
が、雑然としている。

食事の形式としては、外注
食品に頼らざるを得ない
が、手作りの機会を、月に
一度しか設けていない。

同じ建物に、２つの事業所
があるが、災害時の対応な
どの話し合いや訓練は、職
員・入居者間でできていな
い。

（別紙２）

現状における問題点、課題

面会に来所されないご家族
が増えてきている。高齢化
に伴い行事などが減少。施
設側から呼びかける機会も
少なくなってしまった。

各居室に、時計やカレン
ダーがなく、日時がわから
ない状況である。
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